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D.1.A.の 創 設 と 初 期 の 活 動

神 戸大 学 中 山 修 一

今 日、19世 紀 後 半 以 降 の デザ イ ン運 動 や デ ザ イ ン理 論 を考察 す る場 合 、 ラス

キ ン の 芸 術 に対 す る考 え 方 とモ リス の デ ザ イ ン活 動 を中 心 と した 、 イ ギ リス

の ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 を動 かす こ と は で き な い。 しか し、 そ の影 響

を受 け な が ら も、 機 械 文 明 の 肯 定 とい う20世 紀 的視 点 を持 っ た デ ザ イ ン運 動 体

は 、 引 き続 き イ ギ リス に お い て生 ま れ る の で は な く、 大 陸 の ドイ ツ に お い て 新

し く登 場 す るの で あ る。 周 知 の よ うに、1907年 に ミュ ンヘ ン にお い て結 成 され

た ドイ ツ工 作 連 盟 が そ れで あ っ た 。 ム テ ー ジウ ス を代 表 者 とす る こ の ドイ ツ工

作 連 盟 の デザ イ ン思 想 は、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 の それ と い くつ かの

点 で 一 線 を画 す る もの で あ っ た が、 と りわ け 、製 品 の 「質 」の 問 題 を 問 う場 合

に お い て 、 い っ そ う明確 な もの と な っ た。 わ れ われ は そ の 違 い を 、生 産 手段 が

手 で あ っ た時 の 「質 」 の 問題 に代 わ っ て 、機 械 生 産 に お け る 「質 」 の 問題 に言

及 した ム テ ー ジ ウ スの1914年 の ケ ル ンで の 総 会 の 講演 の 中 か らは っ き り と読 み

取 る こ と が で き る。 手 か ら機 械 へ と生 産 手段 が 移 行 す る こ と は、 製 品 の量 的 拡

大 と、 標 準 化 の 積 極 的 推 進 と を意 味 す る と同 時 に、 個 人 主 義 的 な製 作 態 度 か ら

脱 し、 集 団主 義 的 な考 え方 へ と変 化 して い くこ と を意 味 、して い た 。 一般 に こ の

よ うな理 由 か ら、 ドイ ツ工 作 連 盟 の結 成 を も っ て、 デ ザ イ ン史 上 の ユつ の 転 期

とみ な し、近 代 デザ イ ンの ス タ ー ト地 点 と して の位 置 が与 え られ て い るの で あ
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る。

そ れ で は 、 なぜ イ ギ リ スは 、 近 代 デザ イ ンの流 れ に お'いて ドイ ツ に遅 れ を と

った の だ ろ うか。 ま た 、 その 遅 れ に気 付 い た イ ギ リス は、 どの よ うに して 、 近

代 デ ザ イ ン を啓 蒙 し、 活 動 を展 開 して い っ た の だ ろ うか。

以 上 の よ うな疑 問 を視 野 に入 れ な が ら、 イ ギ リス に お け る近 代 デ ザ イ ン運 動

の 中核 的 役 割 を果 た す こ と、に な っ た デ ザ イ ン ・産 業協 会(DesignandIndustri-

esAssociation、 略 してD.LA.)に つ い て検 討 す る こ と が 本 研 究 の 目 的 で あ

るQ

I.イ ギ リ ス に お け る19世 紀 後 半

1915年 のD.1.A.の 創 設 の経 緯 に触 れ る前 に 、 生 産 手 段 が 人 間 の 手 か ら機 械

へ と移 行 して い く中 で 、 建 築 家 や 工 芸 家 た ちは 機 械 に対 して どの よ うな 態 度 を

示 した か をみ て お く必 要 が あ る。 と い うの は 、 の ちほ どD.1.A.の デ ザ イ ン理

念 を検 討 す る場 合 一一 す な わ ち、D.1.A.は19世 紀 的 な もの の 何 を継 承 し、 何

を否 定 し よ うと した か を検 討 す る場 合 に必 要 だ か らで あ る。 しか し、19世

紀 を語 り尽 くす こ とは 筆 者 の 能 力 を 当然 越 え る も の で あ る と同 時 に、 本 研 究 の

主 要 な 目的 で も な い こ と か ら、 こ こで は さ し あ た り、機 械 生 産 が進 行 して い く

時 代 に あ って 、 そ れ を積 極 的 に受 け 入 れ よ う と し た人 た ち と、 あ くま で も機 械

を不 信 の 目で 見 続 け た 人 た ち に つ い て 簡 単 に記 述 す る こ とに す る。

わ れ わ れ が 現 在 享 受 して い る機 械 文 明 は 、周 知 の よ うに 、産 業 革 命 以 来 急 速

に発 展 した もの で あ る。 産 業 革 命 初 期 に お け る機 械 の 役 割 は 、綿 工 業 の 工程 を

加速 す る こ と に限 られ て い た 。 初 め の う ちは 、 その エ ネ ル ギ ー と な る も の は 水

力 に頼 っ て い た が 、機 械 の 工 夫 や 改 良 が進 む に つ れ て、 エ ネ ル ギ ー 集 中 の 必 要

性 が 増 し、蒸 気 エ ン ジ.ンが 発 達 して い っ た。 こ の よ うに機 械 が 、 よ り大 き く、

よ り複 雑 化 して い くこ と によ っ て 、従 来 か らの小 屋 式 産 業 は しだ い に そ の姿 を

消 して い くこ と に な る。 この よ うな社 会状 況 の 中 に あ っ て、19世 紀 の イ ギ リス
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で は 、機 械 が人 間 の 手 に取 っ て 代 わ りそ の優 位 性 を示 す に従 っ て 、機 械 に対 す

る不 信 感 も増 長 され て い っ た 。産 業 主 義 に 対 す る抗 議 や 否 定 の 態 度 は 、1811年

の ラ ツダ イ ト運 動 や1830年 代 の 都 市 で の機 械 破 壊 と い っ た 社 会 現 象 を誘 発 し、

ま た 、 パ ー シ イ ・シ ェ リ ィや ウ ィ リア ム ・ブ レ イ ク な どの 文 学 者 た ちは 、 作 品

を通 して 、 産 業 が も た らす悲 劇 を予 言 した 。

そ れ で は 、 当 時 の 建 築 家 や 工 芸 家 た ちは 、機 械 に対 して どの よ う な態 度 を と

っ た の だ ろ うか 。

機 械 が、 人 間 の価 値 や美 的 価 値 の 後 退 を強 い る もの で あ る と判 断 す る人 た ち

に とっ て は 、機 械 は 否 定 され な け れ ば な ら な か っ 鵡 し か し、 その 態 度 に お い

て は 決 し て一 様 で は な か っ た 。 こ の こ と につ い て、L.ラ ム ボ ー ン は 、 ウ ォ ー

ル ター ・ク レイ ンの1869年 の 一 枚 の絵 「三 叉 路 」 を用 い て 説 明 して い る。 こ の

絵 に は 、 中 央 に 三 人 の 若 者(求 婚 者 た ち)が 立 ち、 ち ょ う ど立 って い る地 点 か

ら道 が3つ に分 かれ て い て 、後 景 の(一 人 の 姫 が い る)険 しい森 へ と続 い て い

る様 子 が描 か れ て い る。L.ラ ムボ ー ンは 、 この 絵 を 「19世 紀 の 人 々 の 反 応 の

3つ の 主 要 な要 素 を説 明 す るの に役 立 つ視 覚 的 暗 喩 と して 利 用 で き る」 と しな

が ら、 第 一 の道 を、「中 世 の秩 序 あ る社 会 に戻 る」 道 で あ り、 第 二 の 道 を、 数 多

くの 教 育 機 関 を設 立 す る こ と に よ っ て 「産 業 生 産 物 の 水準 と生 活 と を改 善 す る」

道 で あ り、 第 三 の 道 を、「社 会 主 義 者 の ユ ー トピ ア」 へ の 道 で あ る、 と解 釈 して

い る。 換 言 す れ ば 、 そ の3つ の 道 と は 、A.W.N.ピ ュー ジ ン に導 び か れ た ゴ シ

ック ・リヴ ァイヴァル が た どろ う と した道 、 社 会 教 育 に その 方 向 性 を持 っ た コ ウ

ル ・サ ー ク ル が た ど ろ う と した 道 、 思 想 家 と して の ラ ス キ ンと 実践 家 と して の

モ リス が た どろ うと した道 、 の3つ で あ る と言 うの で あ る。 そ して 、 続 け て彼

は 、「し か しな が ら、 こ れ らの 全 て の思 索 家 た ち は、 共 通 して、 根 本 的 な そ して

互 い に 関 連 しあ った2つ の 関 心 事 を持 っ て い た 。 労 働 者 の 運 命 、 そ して 、 機 械

生 産 の デザ イ ン と その 低 い水 準 で あ っ た 」 と述 べ 、19世 紀 の 思 想 家 や 製 作 者 た

ち の精 神 的 底 流 が何 で あ っ た か を指 摘 して い る。
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L。 ラ ム ボ ー ン が言 うと お り、 い くつ か の 方 法 が あ っ た に せ よ 全 体 と し て は

19世 紀 後 半 の工 芸 家 た ち の 多 く は、 機 械 生 産 に よ るデ ザ イ ンの 質 の低 下 を 回 復

す る方 法 と して 中 世 の ギ ル ド社 会 を理 想 と した歴 史 主 義 的 態 度 を、 また 、 機 械

に よ る生 産 で は 製 作(労 働)の 喜 び は 失 な わ れ る とい う判 断 か ら手 に よ る製 作

を尊 重 す る個 人 主 義 的 製 作 態 度 を と ろ う と した の で あ る。 そ して 、 言 うま で も ・

な くこ の姿 勢 こ そ が 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツ運 動 の底 流 に横 た わ る基 本 思

想 で あ り、 その 理 念 の も と に、1861年 に モ リス 商 会 が 、1871年 に ラ ス キ ン に よ

っ て セ ン ト ・ジ ョー ジ ・ギ ル ドが 、1882年 にA。H.マ ク マ ー ドウ に よ っ て セ ン

チ ュ リー ・ギ ル ドが 、1884年 に セ ン ト ・ジ ョー ジ芸 術 協 会 を母 体 と して 芸 術 労

働 者 ギ ル ドが、 さ ら に1888年 に はC.R.ア シ ュ ビ ィ に よ っ て 手 工 芸 学 校 ・ギ ル

ドな ど が設 立 され 、 実 践 的 な 活 動 が行 な われ て い くの で あ る。 各 々 の ギ ル ドの

性 格 は 別 に して 、 この よ うな 工 芸 製 作 組 織 や 芸 術 運 動 体 の 芸 術 観 は 、 芸 術 を社

会 か ら遊 離 した 超 越 的 存 在 とは 考 えず 、 常 に芸 術 の あ り方 を そ の 人 の 生 き方 と

の 関 連 の 中 で と ら え、 倫 理 的 な側 面 を持 つ こ とで 共 通 して い た 。 した が っ て、

その 目 ざす と こ ろ は、 ア シ ュ ビ ィの コ ッツ ウ ォ ウ ル ドで の実 験 が そ うだ っ た よ

うに、 製 作 す る こ と と生 活 す る こ と と教 育 す る こ と と が分 離 す る こ とな く有 機

的 に結 合 した 世 界 観 の達 成 だ っ た の で あ る。

一 方 、機 械 化 と産 業 化 が進 行 して い く19世 紀 の イ ギ リス に お い て 、機 械 の特

質 、機 能 的 な造 形 、 そ れ に 、生 産 工 程 か らの デ ザ イ ンの 分離 を認 め よ う と した

工 芸 家 た ち が全 くい な い わ け で は な か った 。J.ヘ ス キ ッ ツ は 、 商 業 的 価 値 と

美 的 価 値 を調 和 させ る可 能 性 を示 した 人 物 と して ク リ ス トフ ァー ・ ドレ ッサ ー

を挙 げ て い る。 ドレ ッサ ー は ロ ン ドンの デザ イ ン学 校 で 学 ん だ後 、 植 物 学 の 教

師 と して 出発 した 人 だ が 、1860年 前 後 、 い くつ か の 製 造 業 者 か らの 依 頼 が あ っ

た こ と を機 会 に、 教 師 をや め、 デ ザ イ ン活 動 に没 頭 す るこ と に な る。 彼 は 、 オ

ウ イ ン ・ジ ョウ ンズ の 影 響 を受 け な が ら も、過 去 の 様 式 を現 在 の 要 求 に適 応 さ

せ る とい うジ ョウ ンズ の 折 衷 主 義 的 デザ イ ン観 か ら一 歩 踏 み 出 し、 自然 の 形 の
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幾 何 学 的 、構 造 的原 理 を分 析 す るこ と に よ っ て 、歴 史 主 義 的 造 形 観 をい ち早 く

拒 否 した 人 だ っ た 。J.ヘ ス キ ッ ツ は 、 ド レ ッサ ー の作 品 を 「彼 の 上 品 な幾 何

学 的 外 形 は 、 過 去 の 様 式 に と らわ れ る こ とな く、 製 造 と使 用 の 容 易 性 に細 心 の

注 意 を払 い 、 機 能 を綿 密 に分 析 した 結 果 に基 づ い た簡 剰 生 に よ っ て 特徴 ブ け ら

れ る」 と評 して い る。 ドレ ッサ ー の 作 品 の 中 には 、 明 らか に、 歴 史 主 義 を否 定

した と こ ろ に得 ら れ る機 能 性 、単 純 性、 そ れ に経 済 性 とい つ た20世 紀 的 視 点 の

萌 芽 が 見 受 け られ る。 こ の よ う な観 点 か ら19世 紀 を見 た場 合 、 同 じ よ うな例 を

N.キ ャ リ ン トン は 、 ア レ グザ ー ン ダ ー ・モ ー ト ン と ジ ェ イ ム ズ ・モ ー ト ンの

親 子 に求 め て い る。 ア レ グザ ー ンダ ー ・モ ー トンは 、1860年 頃 、齒家 庭 的 な織 物

工 業 の 共 同 体 に属 して い た 。 と こ ろ が 、機 械 に よ る生 産 が いつ か は こ の よ うな

小 屋 式 産 業 を破 滅 に追 い や る こ と に気 付 いた ア レ グザ ー ンダ ー は 、 周 囲 か らの

反 対 に もか か わ らず 、機 械 と蒸 気 機 関 を導 入 した工 場 を設 立 す るの で あ る。 こ

の段 階 で 、 デ ザ イ ン、生 産 、 販 売 とい っ た分 離 が 必 然 的 に起 こ り、 彼 は 、 これ

まで の一 介 の 織 工 か ら、 雇 い主 とセ ー ル スマ ンの 二 役 に変 ず るの で あ る。 しか

し、 彼 が織 物 に使 用 した パ ター ンは 、 こ れ ま で旅 を しな が ら集 め た伝 統 的 意 匠

の 数 々 に よ る も の だ っ た 。 彼 の 息 子 ジ ェ イ ム ズ は 、 父 親 が織 物 の パ タ ー ン を伝

統 的 意 匠 に求 め た こ と に満 足 せ ず 、 それ を、 新 し く作 るパ ター ンの た め の イ ン

ス ピ レイ シ ョ ンの源 とみ な した。 ジ ェ イ ム ズ は 、 ヴ ォ イ ジ ィ に近 づ き、彼 の 単

純 化 され た 自然 か らの 抽 象 形 態 に よ る デザ イ ン を織 物 のパ ター ン に採 用 す る わ

け だ が 、 そ の作 品 は 、1896年 の ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ッ展 示 会 で受 け入 れ ら

れ る こ と に な る。N.キ ャ リ ン ト ンは 、 モ ー トン親 子 の こ の よ う な職 人 と産 業

の 協 同 と い う動 き を と ら えて 、 モ リ ス らの 活 動 よ り もは るか に近 代 デ ザ イ ンを

用 意 す る も の で あ る、 とみ な して い る。

これ ま で 、19世 紀 に生 きた工 芸 家 た ちの機 械 に対 して示 した い くつ かの 態 度

を簡 単 に み て きた が、 概 して 言 えば 、「イ ギ リ スの デザ イ ンに対 す る姿 勢 を支 配

して い た の は 、 ラ ス キ ン、 モ リ ス、 そ して ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ 運 動 の反
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産 業 的 思想 の 中 で具 体 化 した 伝 統 の 力 だ った 」 とい うこ と に な るだ ろ う。 萌 芽

的 で は あ っ た が 、 将 来 の発 展 へ の 決 定 的 な出 発 点 を用 意 した と み な され る ドレ

ッサ ー や モ ー ト ン親 子 で さ え も、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 の精 神 や芸 術

観 か ら完 全 には 抜 け きっ て い な か っ た か らで あ る 。19世 紀 後 半 の 多 くの 芸 術 家

的 工 芸 職 人 の 多 くは 、 ラス キ ンに 見 ち れ る芸 術 観 一 す な わ ち 、芸 術 と は 、 人

間 の 信 仰 を強 め 、倫 理 的 状 況 を完 成へ 導 き、 人 間 に と って 具 体 的 に役 に立 つ も

の で あ る一 に多 か れ少 なか れ影 響 を受 けて い た 。 そ れ だ か ら こそ 、 ア ー ル ・

ヌー ヴ ォー の誕 生 をマ クマ ー ドウ の セ ンチ ュ リー ・ギ ル ドに求 め られ る と して

も、 そ の 開花 は 大 陸 に譲 る こ と に な るの で あ る。 芸 術 を社 会 的 関 連 性 の 中 で認

知 しよ う とす る イギ リス の芸 術 観 は 、個 人 の 内 面 に潜 む 美 意 識 や世 界観 を表 現

した ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー を と て も受 け 入 れ る こ と が で きず 、 抑 制 の きい た もの

に して い る。 そ の よ うな理 由 か ら、N.キ ャリ ン トンは 、 今 日 か ら世 紀 末 を 見

た場 合 、 ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー の 芸 術 家 的 工 芸 職 人 へ の 影 響 を認 め な が ら も、「イ

ン ダ ス トリア ル ・デ ザ イ ン を研 究 す る立場 か ら言 えば 、 アー ル ・ヌ ー ヴ ォ ー は

私 た ち に そ れ ほ ど密 接 な 関 わ りは な い 」 と言 い き るの で あ る。 同 じ く、 近 代 デ

ザ イ ンの立 場 に 立 っ て、馳ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 を評 価 す る1つ の視 点

す な わ ち、「19世紀 後 半 に国 内 や 国外 で あの よ うな 測 り知 れ な い影 響 を持 っ

た その 運 動 の全 貌 は 、 そ の起 こ りが 、 一 人 の 人 間 に お け る芸 術 的 天 才 と 多方 面

に わた る手 の器 用 さ と の あ り よ うも な い組 み 合 せ か ら生 じた こ と を考 え て も、

ま さ に、 最 も異 常 と しか 言 い よ うの な い歴 史 上 の 偶 発 事 故 か奇 跡 で は な か っ た

か 」 が生 ま れ て くる の も、 世 紀 が 変 わ り20世 紀 に な って か らで あ る。 こ れ

か ら述 べ よ う とす る こ とは 、20世 紀 に 入 り、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツ 運 動 か

ら巣 立 ち、 そ れ を乗 り越 え よ うと したD.1.A.の 人 た ち に つ い て で あ る。

五.D.1.A.創 設 の 経 緯 と 初 期 の 活 動

世 紀 末 か ら今 世 紀 初 頭 に か け て 、 ア シ ュ ビ ィの ギ ル ドは キ ャ ム デ ン に移 転 し
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て か ら6年 後 に破 綻 に 見 舞 わ れ、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ展 示 協 会 の トリエ

ンナ ー レ展 は 内 容 的 に も財 政 的 に も行 き詰 ま るよ う に な り、 また 、 協 会 内部 に

は 、 そ の 閉鎖 的 製 作 態 度 や 沈 滞 に不 満 を抱 く者 や 、 改 革 を主張 す る者 が現 れ る

よ うに な っ た 。 美 の 存 在 を精 神 と手 工 芸 の 一 致 の 中 に見 出 し、 その 理 想 を中世

の ギ ル ド社 会 に置 い た ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 は 、 理 念 の 面 で も、 実践

の 面 で も、 財 政 の 面 で も、 しだ い に破 綻 や 沈 滞 を見 せ る よ う にな り、 生 産 手段

と して の 機 械 の 位 置 付 け をめ ぐって の対 立 が顕 在 化 す るよ うにな って きた。 も ち

ろ ん 、 反 感 の持 ち主 た ち も、 ラ ス キ ンや モ リス の 考 え に影 響 を受 け、 ア ー ツ ・

ア ン ド ・ク ラフ ツ運 動 の 中 で 、 ま た ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー 期 に 、 育 っ た人 た ちだ

っ た が 、 しか し彼 ら は 、機 械 の 存 在 は もは や 否 定 す る こ と が で き ない も の で あ

り、 そ れ に よ っ て 生 み 出 され る機 械 様 式 こ そ今 世 紀 の様 式 で あ り 、 生 活 上 の価

値 基 準 で あ る、 とい う考 え にた ど り着 い た の で あ る。 この 考 え は 、「工 業 製 品 の

、良 質化 」 を合 い 言 葉 に1907年 に結 成 され た ドイ ツ工 作 連 盟 の デ ザ イ ン理 念 に強

く影 響 を受 け た もの だ っ た。 ドイ ツ工 作 連 盟 は、 今 世 紀 初 頭 、 い ち早 く、 標 準

化 と無 名 性 を伴 っ た 機 械 化 に よ る大 量 生 産 の 容 認 と い う近 代 デ ザ イ ンの 精 神

に到 達 して い た の で あ る。 こ の近 代 デザ イ ンの 精 神 は 、 と くに1914年 の ケ ル ン

で の工 作 連 盟 展 にお い て、 ヴ ァ〒 ル ター ・グ ロー ピウ ス 参 デザ イ ン した 近 代 工

場 のモ デ ル と、 ブル ー ノゥ ・タ ゥ トがデザ イ ン した 革 命 的 な ガ ラ ス の家 の2つ の

展 示 作 品 に よ っ て 見 事 に ま とめ上 げ られ た と言 え るだ ろ う。D.1.A.の 創 設 の

父 た ち と呼 ば れ るハ ロ ル ド ・ス テ ィ ブ ラ ー、 ア ム ブ ロ ウ ズ ・ヒ ー ル 、 セ シ ル ・

ブ ル ア ー 、 ハ リ ィ ・ピー チ らに 、 これ こ そ イ ギ リ ス に お け るデ ザ イ ンの未 来 で

あ る と確 信 させ 、 イ ギ リ ス に も 同種 の 団 体 が 必要 で あ る と決意 させ た もの は 、

ま さ に、 この ケ ル ンで の 大 博 覧 会 を見 学 した こ と に よ る もの だ っ た。 そ れ は ち

ょ うど、 イ ギ リス と ドイ ツ が戦 争 に突 入 す る2か 月 前 の 出 来事 だ っ た。 帰 国 後

7名 か ら成 る暫 定 委 員 会 が任 命 され 、 最 初 の 会 合 も開 か れ た。 新 しい 団体 の 発

足 の 準 備 をす る一 方 で 、8月 の 宣 戦 布 告 後 、 戦 争 が進 行 して い た 。 しか しそ の
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戦 争 は 、発 足 を 遅 らせ るの で は な く、促 進 させ る作 用 を した の で あ る。 戦 争 が

進 む に つ れ て 、 産 業 経 営 者 た ちや政 府 は 、 あ らゆ る点 で 自国 製 品 が ドイ ツ製 品

に遅 れ て い る こ と に気 付 き、 そ の深 刻 さ は一 段 と深 い もの に な っ て い た。 そ こ

で 商務 省 は 、 イギ リス の 製 造 業 者 に見 せ る 目 的 で 、 ドイ ツ製 品 の収 集 物 を展 示

す る企 画 を考 えた の で あ る。 そ の機 会 を捕 えた ピー チ らは 、 その 展 示 会 に は ド

イ ツ工 作 連 盟 の 製 品 も展 示 に加 えて ほ しい 旨 の 覚 え書 き を、 商 務 省 の ヒ ュー バ

ー ト ・ル エ リ ン ・ス ミス に提 出 した 。 彼 は そ れ に同 意 し、 さ っ そ く収 集 品 が政

府 関係 筋 か ら、 ま た 、 ピ ー チ が ドイ ツ か ら持 ち帰 っ て い た もの の 中 か ら集 め ら

れ 、1915年3月 、 ロ ン ド ンの ゴ ウ ル ドス ミス ・ホ ー ル で展 示 され る こ と に な っ

た 。 その 時 発 行 され た 政 府 刊 行 物 に は 、 ドイ ツ工 作 連 盟 につ いて の言 及 と共 に

イ ギ リス に お け る同種 の 団体 の 必 要 性 を示 唆 す る記 事 が掲 載 さ れ た が 、 こ の こ

とは、D.1.A.発 足 を 控 え て さ い 先 の よ い もの と な っ た。 そ れ か ら2か 月 後 の

1915年5月 に、 デ ザ イ ン ・産 業 協 議 会 の発 足 会 が グ レ イ ト ・イ ー ス タ ン ・ホ テ

ル で 、 議 長 席 に ア バ コ ンウ ェ イ卿 を迎 えて 開 催 され 、 公 式 の ア ピー ル が採 択 さ

れ た の で あ る。 翌6月 に は78人 が、 そ の 年 の 終 わ り まで に は200人 近 くが 加 入

し、 戦 争 が終 結 す る ま で には 、 会 員 数 は400人 を数 え る ま で に な って い た 。 会

員 の 大 半 は 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツの 諸 団体 か ら引 き抜 か れ た 人 た ち と、

モ リス 、 ウ ェブ 、 そ れ にス トリー トな どの 思 想 を受 け継 い だ建 築 家 た ち か ら構

成 さ れ て い た 。 彼 らが共 通 に持 っ て い た も の は 、「文 明 は、 自分 た ち が19世 紀 か

ら引 き継 い で 来 た もの よ りも 、 も っ と合 理 的 で 、 も っ と効 果 的 で 美 しい もの と

して建 設 され うる は ず だ 」 と い う確 信 で あ り、 こ の確 信 こ そ が、「大 戦 の 最 中 に

もか か わ らず 、 た だ ち に行 動 に 移 す カ と して 作 用 した 」 の で あ る。 こ れ よ り イ

ギ リス は 、 民 間 団体 で あ るD.1.A.を 中 心 と して 、 近 代 デ ザ イ ンの 啓 蒙 運 動 を

展 開 して い くこ と に な る。

デ ザ イ ン ・産 業協 会 を創 設 した 人 た ちは 、 こ の協 会 の こ と を 「新 しい 目的 を

持 った 新 しい 団体 」 と呼 び 、 初 期 のD.1.A.パ ン フ レ ッ ト類 の 中 の1つ の 標 題
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に もな ってい る。 こ の 「新 しい 目的 」 こ そ がD.1.A.運 動 の理 念 と な る も の だ っ

た が 、 内 容 は 、 目的 に適 合 した デ ザ イ ンの推 進 と い うこ とだ っ た。 そ の こ と は

す な わ ち、 ヴ ィ ク ト リア朝 の過 剰 装 飾 を 「意 味 の な い装 飾 」 と して否 定 し、 そ

れ に 代 わ っ て、 デ ザ イ ンを素 材 、生 産 過 程 、使 用 目的 とい っ た 全 体 的 な 系 で 考

える 中 か ら生 ま れ て くる効 率 性 、経 済 性 、 機 能 性 と い っ た価 値 観 の出 現 を意味

して い た 。 しか し、「目的 へ の適 合 」 と い っ て も、 その よ うな信 条 の解 釈 が 「そ

の後 の10年 あ ま り もの あ い だ、 長 期 に わ た る真 剣 な討 議 課 題 だ っ た」 こ とか ら

推 察 で き る よ うに 、 創 設 か ら しば ら くは、D.1.A.の 人 た ちで さ え も 十 分 な 共

通 の理 解 を持 っ て い た わ け で は な い 。 ま して、 製 造 業 者 や大 衆 に お い て は な お

の こ とだ った 。D.1.A.の 主 張 と 、 当 時 の 製 造 業 者 の あ い だ に 見 られ た デ ザ イ

ン意 識 との ず れ を、 創 設 初 期 のD.1.A.展 を と お して 見 出 す こ と が で き る。 最

初 の 展 示 会 は 、 印 刷 に 関 す る も の で 、 ホ ワ イ トチ ャペ ル ・ア ー ト ・ギ ャ ラ リ ィ

で 挙 行 され た 。2回 目の展 示 会 は、 マ ンチ ェ ス ター ・アー ト ・ギ ャ ラ リ ィで 開

催 さ れ、 展 示 物 は染 織 物 に限 定 さ れ た 。3回 目 の機 会 は 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク

ラ フ ツ展 示 協 会 か らの 、 トリエ ン ナ ー レ展 の 期 間 中会 場 の 一 部 を提 供 す る 旨 の

申 し出 を受 け 入 れ る こ と に よ っ て実 現 した 。 そ の展 示 会 は バ ー リ ン トン ・ハ ウ

スで 行 な わ れ 、D.1.A.は 、「目的 へ の 適 合 」 と い う基 準 を厳 格 な ま で に適 用 し

精 選 された 家 事 用 陶 器 を展 示 した 。ところ が ここ で、思 わ ぬ 数 々 の障 害 にD.1.A.

は ぶ つ か っ た の で あ る 。 マ ンチ ェ ス タ ー で は 、 展 示 見 本 を求 め るD.1.A.の 要

請 を全 く無 視 す る こ と によ って 製 造 業 者 た ちは 精 選 デ ザ イ ン展 の 考 え に抵 抗 を

示 した し、 同 様 に、 ス トウ クー オ ンー トレ ン トで は 、 ロ ン ド ンを拠 点 とす る グ

ル ー プ が生 意 気 に も地 元陶 工 の製 品 に意 見 を述 べ た とい う こ とで 、 大 騒 ぎ に な

っ た の で あ る。 しか し、 こ れ ほ どの 抵 抗 に あい な が ら も、D.1.A.の 人 た ちは 自

分 た ちの 理 念 を放 棄 す るこ とは なか っ た。 会 員 た ち は、 討 論会 を計 画 し、 国 中

を講 演 して回 り、 また 『機 関誌 』 も発 行 して い た 。 当時 十分 に認 識 さ れ て い な

か っ た もの の 、D.1.A.の 人 た ち は 、「目的 へ の適 合 」 や 「効 率 性 の 様 式 」 を説
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くこ とに よ って 、 単 に製 品 の 形 態 上 の 問 題 だ け に と ど ま らず 、 そ の 当 時 の生 活

の あ り方 や 文 明 の あ り方 に ま で言 及 し よ うと して い た の で あ る。 とは い っ て も

伝 統 的 な 工 法 や 意 匠 に今 だ に頼 っ て い た 業 界や 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツの

思 想 に 今 だ に忠 実 で あ っ た芸 術 労 働 者 ギ ル ドの 人 た ち が、D.1.A.の デ ザ イ ン

理 念 を理 解 す る ど こ ろか 、 疑 い の 目で 見 つ め た の は確 かで あ る。 ま して 大 衆 に

と っ て は 、 また 、 高 等 教 育 を受 け た 階 層 の 人 た ち に と っ て さ え も、1920年 代 ま

で は 、 良 い趣 味 とい う言 葉 は骨 董趣 味 と同 義 語 で あ り、 こ の こ とが 、D.1.A.の

啓 蒙 運 動 の 努 力 の 前 に立 ちふ さが って い た の で あ る。N.キ ャ リ ン トン は 、「こ

の影 響(骨 董 収 集 の 熱狂)は 、 イ ン ダ ス トリア ル ・・デ ザ イ ン に関 す る ど の よ う

な研 究 に お い て も強 調 さ れ る必 要 が あ る」 と述 べ て い る。 電 気 照 明 器 具 、 電 気

ス トー ブ、 あ る い は ラ ジ オ な どの 新 しい発 明 品 に さ え も、 時 代 物 の 衣 裳 を着 せ

た デ ザ イ ンを施 して い た し、建 築 に お い て も、 ほ ぼ同 様 の こ と が言 え た 。D.1.

A.は 、近 代 デ ザ イ ンの 意 味 を製 造 業 者 に伝 え た り、 そ れ に よ っ て 導 び き出 さ

れ る生 活 の あ り方 を大 衆 に教 育 す る以 前 の 問 題 と して 、 その 当 時 の 社 会 的 、 美

的価 値 観(趣 味 の 問 題)と 闘 わ ね ば な ら なか っ た の で あ る。

しか し、D.1.A.の 人 た ち は 、 か な り 自信 を持 っ て 近 代 デ ザ イ ン の 原 理 に つ

い て 発 言 す る こ と が で きた 。 と い うの は 、 初 め の うち は、 彼 ら 自身 が 、 製 造 業

主 や 店 主 と して の 実 践 家 で あ り、D.1.A.の 思 想 を 目 に 見 え る か た ち で 表 現 す

る こ とが で きた か らで あ る。20年 代 の運 動 で 重 要 と思 わ れ る人 た ちの 中 に は 、

ドラ イ ア ツ ド ・ケ イ ン ・フ ァ ニ チ ャー の ハ リ ィ ・ピー チ、 銀 細 工 師 で 、 プ ー ル

陶 器 会 社 の理 事 で も あ った ハ ロ ル ド ・ス テ イ ブ ラー 、 ヒー ル 商会 の ア ム ブ ロ ウ

ズ ・ヒー ル ら が い た 。 どの 人 もD.1.A.の 創 設 の 父 と呼 ば れ る人 た ちで あ る。

ま た 、 テ キ ス タ イ ル の 分 野 で は 、 モ ー トン商 会 の ジ ェ イ ム ズ ・モ ー ト ン、 フ ォ

ッ クス トン商 会 の ウ ィ リ ア ム ・フ ォ ック ス トン、 印 刷 の分 野 で は 、 カ ー ウ ィ ン

・プ レス の ハ ロ ル ド ・カ ー ウ 冒 ン、 ナ ンサ ッチ ・プ レス の創 設 者 で あ る フ ラ ン

シス ・メネ ル、 家 具 の 分 野 で は 、 ゴ ー ドン ・ラ ッセ ル が い た し、 ア ー ニ ス ト ・
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ジ ム ス ンの影 響 も こ の 頃 現 わ れ始 め て い た 。

そ れ で は 、 彼 らに 代 表 され る20年 代D.1.A.の 平 均 的 な美 的 価 値 観 と は どの

よ うな もの だ う た の だ ろ うか。 彼 らは 、 素 材 に 対 す る率 直 さ と誠 実 さ を賞 賛 す

る一 方 、仰 々 し さ、 凝 りす ぎ、 そ れ に 、 にせ もの をひ ど く嫌 っ た 。D.1.A.の

理 念 は ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ と一 線 を画 す る もの で あ っ た もの の 、「確 か な

職 人 技 」 と か、「素 材 に対 す る敬 意 」 と か い う もの は 基 本 的 信 条 と して確 か に受

け継 い で い た の で あ る。 こ の よ うな信 条 が根 底 に あ っ た こ と に よ っ て、D.1.A。

は、 極 端 な 反 伝 統 主 義 的 な態 度 に 陥 る こ と は な か っ た。 した が って 、 彼 ら が非

難 の対 象 と した もの は 、 伝 統 的 な もの を持 ち合 わせ て い な い 表 現 主 義 的 な も の

だ っ た 。 ワ イマ ー ル で の 発 展 さ え も、 当時 わ ず か な興 味 しか呼 び起 こ さ な か ら

た こ とや 、1925年 の パ リ博 の特 徴 と な っ た ジ ャズ 的 雰 囲 気 とキ ュ ビズ ム か らも

感 化 され る こ とが 全 く なか っ た こ とか ら も判 断 で きる よ う に、 異 国 趣 味 、 未 知

な る もの 、 そ れ に、 極 端 な機 械 化 につ い て は 、 決 して進 ん で 受 け入 れ る よ うな

こ とは な か っ た 。彼 らの 目 には 、 黒 人 音 楽 、「目 ざ わ りな模 様 」、ロ シ ア か らの バ

レイ 、 そ して、 オ ウ メ ガ工 房 が 、凝 りす ぎで 、 にせ もの と して 映 っ た の で あ る 。

D.1.A.の デ ザ イ ン精 神 に とっ て 、 中 世 『を理 想 とす る歴 史 主 義 、 ま た 、 それ に

よ っ て 引 き 出 され た 骨 董 趣 味 と古 代物 保 護 運 動 が闘 い の 的 で あ っ た こ と は確 か

だ が 、 それ と同 時 に、 表 現 主 義 的 な も の や機 能 主 義 的 な もの が、 け ば け ば しい

もの で あ り、極 端 す ぎ る、 と感 じら れ るほ どの も の で あれ ば、 そ れ も ま た非 難

の対 象 と な っ た の で あ る。N.ペ ヴ ス ナ ー は 、「この 時 代 を理 解 す る た め には 、

簡 潔 さ と適 合 性 を求 め る主張 は ドイ ツ工 作 連 盟 を 目 ざす の と同 じ位 にア ー ツ ・

ア ン ド ・ク ラフ ツ運 動 を 目 ざす もの で あ り、 そ して また ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ

フ ツ運 動 を 目 ざす の と同 じ位 に ジ ョー ジ朝 時 代 の 先例 に倣 う もの で あ っ た こ と

を、 常 に銘 記 し て お か な けれ ば な らな い 」 こ と を指 摘 し、 さ ら に 「D.1.A.は

長 い 問 、 自 らが 何 に属 す るの か を知 らな か っ た」 と断 言 して い る。 す な わ ち、

D.1.A.創 設 以 来 の10年 間 は 、「自分 た ちの 目 標 、 す な わ ち 、 国 家 的 改 良 と い う
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自分 た ち英 国 ク ラ ブ員 の理 想 像 を追 い求 め る こ と に熱 心」 な あ ま り、 その 結 果

その 間 イ ギ リス に は国 際 的 な近 代 運 動 が は い り込 む こ と は な か っ た の で あ る。

DユA.が ヨー ロ ッパ の 他 の 国 々 と の 間 で そ の 主 張 を競 う機 会 が 訪 れ た の は 、

や っ と1927年 に な っ て か らだ っ た。1927年 に国 際 工芸 博 覧 会 の 開催 を予 定 して

しきた ドイ ツ は 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツ運 動 の発 祥 の 地 で あ るイ ギ リス を職

人 技 に お け る質 の 保 護 者 とみ な し、 イ ギ リス の 出展 を依 頼 して きた 。 しか し、

イ ギ リス 商務 省 は、 あ い ま い な理 由 に も か か わ らず 、 その 申 し出 を断 わ る態 度

を示 し、 そ こで 、 国 に代 わ って 民 間 団体 で あ るD.1.A.が 個 人 的 な 寄 付 金 を頼

りに、 ライ プ ツ ィ ヒ で の 精 選 と デ ィス プ レイ に 関 す る責 任 を負 う こ と に な るの

で あ る。D.1.A.は 当 然 な が ら工 業 製 品 の 出 品 を 予 定 して い た が 、 予 期 せ ぬ こ

と に、 多 くの製 造 業 者 は 出 品 依 頼 の 申 し出 に難 色 を示 し、 した が って 出 品 物 は

工 業 製 品 か ら工 芸 品 の 方 へ と着 実 に傾 い て い き、「産 業 に お け るデ ザ イ ン」 の 啓

蒙 を理 念 とす るp.1.A.は 精 選 の段 階 か らつ まつ く こ とに な る の で あ る。 そ の

結 果 出 品 され た 品物 は 、 工 業 製 品 、美 術 工 芸 品 の 雑 多 な もの で 、 そ の 中 に、

「目的 へ の適 合 」 とい う近 代 デ ザ イ ン理 念 に 対 して 明確 な解 答 と な る よ うな 出

品物 を見 出 す こ と は で きな か っ た 。1927年 の ラ イ プ ツ ィ・ヒ博 覧 会 へ の 参 加 を通

してD。1.A.は 、 こ れ ま で ヨー ロ ッパ の近 代 デ ザ イ ン運 動 の流 れ に 加 わ っ て い

な か った こ とや 、運 動 体 と して の 指 導 力 が 欠 如 して い た こ とや 、 さ ら に は 、 美

術 工 芸 品 と 産 業 生 産 物 と の 性 格 の 違 い に今 だ 明確 な位 置 付 け が な され て い な

か っ た こ と を思 い 知 ら され た の で あ る。

D,1.A.は 、1915年 の 設 立 以 来 、 こ れ ま で の ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動

の 理 念 を一 部 で は 否 定 し一 部 で は逆 に継 承 しな が ら、 ま た一 方 で は 、 ドイ ツ工

作 連 盟 の活 動 を手 本 と しな が ら、 運 動 を続 け て きた が、 そ の 間 の 活 動 の主 眼 点

の 多 くは イ ギ リス 国 内 の 改 革 運 動 に 向 け ら れ て お り、20年 代 まで は 、 明 ら か に

大 陸 の デザ イ ン運 動 の流 れ に沿 う もの で は な か った 。 機 械 生 産 と 「質 」 との 関

係 に お い て 、近 代 デ ザ イ ンの 意 味 を理 解 し、 そ の位 置 付 け が 本格 的 に行 な わ れ
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始 め よ う とす るの は、30年 代 に入 っ て か らの こ と なの で あ る。

こ・の 章 で は、D.1.A.創 設 の経 緯 と そ の 後 約10年 間 の 活 動 に絞 っ て 簡 単 に描

写 して きた が、 次 の 章 で は 、 問題 と な る い くつ か の項 目 につ いて 、 そ の 間D.1.

A.の 人 た ち が どの よ うな態 度 を示 した か を検 討 す る こ と にす る。

皿.D」.A.の デ ザ イ ン 思 想 の 検 討

1.「 美 術 」 の 解 釈 を め ぐ って .

、ウ ィ リ ア ム ・リチ ャ ー ド ・レサ ビ ィ。 彼 は 、 ロ ン ドンの 美 術 ・工 芸 学校 の 初

代 校 長 を務 め た 、 当 時 の 偉 大 な建 築 学 者 の一 人 で あ る。 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ

フ ツ運 動 に深 く関 わ り、 芸 術 労 働 者 ギ ル ドの 「マ ス タ ー」 を した こ と もあ り、

工 芸 職 人 が彼 に寄 せ る信 頼 は相 当 の もの だ っ た 。 こ の よ うな 経 歴 を持 っ た レサ

ビ ィが 、D.1,A.の 中 で は 「予 言 者 」 とい う名 で 呼 ば れ る ほ ど、 彼 も モ リス 同

様 に、 手 短 か に 自分 の 芸 術 哲 学 を表 現 す る こ とが で きた 。 そ の 表 現 の い くつ か

は 、「芸 術 と は、 行 な う必 要 の あ る こ と を良 く行 な うこ とで あ る」、 「芸 術 作 品 と

は 、 良 く作 ら れ た 半 長 ぐつ で あ り、 良 く作 られ た 椅 子 で あ り、 良 く作 られ た絵

で あ る」、あ る い は 、「芸 術 と は 、普 通 の 料 理 を引 き立 た せ るた め に用 い る特 別 の

ソ ー ス で は な い。 料 理 が お い しい もの で あ れ ば 、 芸 術 とは 料理 その も の で あ る」

とい う もの だ っ た 。 し か し、 こ の よ うな芸 術 観 は 、D.1.A.の 内 部 の 人 た ち の

あ い だ にお い て は理 解 さ れ る もの で あ っ た と して も、 近 代 デ ザ イ ンを啓 蒙 す る

立 場 か ら大 衆 や 製 造 業 者 に 向 っ て発 す る言 葉 と し て は 、 あ ま り に も19世 紀 的 で

あ り、機 械 文 明 が進 行 して い る当時 の 現 実 に は そ ぐわ な い もの だ っ た。19世 紀

に お い て は 、 家 具 、 印 刷 、 壁 紙 の どれ を と っ て も、 装 飾 芸 術 あ る いは 小 芸 術 と

して 、 その 地 位 が保 た れ て い た。 しか し、 教 会 や 上 流 階級 が 芸術 の 保 護 者 で あ

り、製 作 に関 わ る す べ て が工 芸 職 人 の 手 の 中 に あ っ た モ リス らの 時 代 は、 す で

に過 去 の 時 代 に な ろ う と して い た。 生産 手 段 と して 機 械 が と り入 れ ら れ、 製 作

に 関 わ る諸 側 面 が分 断 さ れ て い くに従 って 、 い か な る産 業生 産 品 も 「売 る た め
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の品 物 」 と い う性 格 を強 め て い き、 製 造 業 者 や 商 売 人 た ち に と っ て 、もは や

そ れ らは 「芸 術 作 品 」 で は な く な って い た の で あ る。D.1.A.の 人 た ち も 、 そ

の こ とは 十 分 に承 知 して い た 。 しか し彼 らは 、 高 価 で 、一 部 の 裕福 な人 々 だ け

に し か手 に入 らな い 作 品 や そ の製 作 態 度 を否 定 す る 中 で近 代 デ ザ イ ン思 想 を と

り入 れ よ うと した に も か か わ らず 、 モ ノ を製 作 す る際 の信 条 と して は、 生 産 手

段 が 手 か ら機械 へ 移 り変 わ ろ う と も、 そ れ が 「行 な う必要 が あ る」 も の で あ れ

ば 、 また 、「良 く作 ら れた 」 もの で あれ ば、 そ れ も ま た 「芸 術 作 品 」 と呼 び た か

っ た の で あ る。 と こ ろが そ れ は 、 直 接 製 造 業 者 や 商 売 人 た ち には 言 え な い の で

あ る。 その 理 由 は 、 単 に、「工 業 の 中 心 地 に お い て は 〈美 術 〉 と い う言 葉 が 、〈商

no

売 〉 とい う言 葉 とほ とん ど正 反対 を なす もの だ っ た」 とい う理 由 だ け で は な く、

機 能 性 や経 済 性 を追 求 す る と こ ろか ら生 ま れ る工 業 生 産 品 に よ って 、 生 活 の 秩

序 と調和 を計 ろ う とす る デザ イ ン行 為 は、 そ れ 自体 あ くま で も理性 の 産 物 で あ

り、 感性 の 表 現 と して の 〈美 術 〉 とは あ る意 味 で 正 反 対 を なす もの だ っ た か ら

で も あ った 。 こ の後 者 の 理 由 は 、 その 後D.1.A.に 、 純 粋 美 術 上 の 運 動 と の 交

流 を否 定 的 に と ら え る傾 向 を強 め させ て い る。 前 世 紀 にお い て は、 ラ フ ァエ ル

前 派 とア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 の よ う に、 絵 画 にお け る運 動 と建 築 や 工

芸 にお け る そ れ との 相 互 関 係 が 成 立 して い た の に。 しか し、 この 相 互 関 係 否 定

の傾 向 は 、「美 術 」 の 中 か ら産 み落 され た デ ザ イ ンが、 行 為 と して の 社 会 性 を内

包 す る こ と に よ っ て その 存 在 基 盤 を勝 ち得 るた め の、 必然 的 な過 程 の第 一 歩 と

して み なす こ とが で き る。 新 しい 運 動 体 に名 称 を与 える際 に㍉ 当時 定 着 し て い

た 「IndustrialArt」 とい う名 称 を あ え て避 け 、「DesignandIndustries」 と

い う名 称 を採 用 した理 由 の1つ もその 点 にあ つた。 当 時 のD.1。A。 の 討 論 会 へ 出

席 して い たN.キ ャ リ ン トンは 、「あ る工 場 生 産 品 や 建 築 物 を美 しい と評 す る こ

と を どん な 講 師 の場 合 も いや が った 。 誰 もが 、〈効 率 性 〉、 〈経 済 性 〉、 〈正 直 さ〉

以 外 の こ と を賞 賛 す る こ と は な か っ た 。 仮 に あ っ た と して も、 そ れ は せ い ぜ い

〈使 用 の楽 し さ〉 程 度 だ っ た ろ う」 と回 想 して い る が 、事 実 、「運 動 の初 期 の 文
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書 す べ て に わ た って 、 この危 険 な言 葉 で あ る く美 術 〉 は め っ た に使 われ て な い 」

の で あ る。 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 か ら引 き継 い だ 芸 術 観 を 堅持 しな が

ら も、 一 方 で は それ を深 く し ま い込 む形 を と らな け れ ば な らな か っ た と こ ろ に 、

初 期 のD.1.A.が 葛 藤 した 「美 術 」 に 関 す る一 側 面 が あ っ た と い え る。 美 術 と

デ ザ イ ンの 性 格 の違 い が さ ら に正 し く理 解 さ れ る よ う に な るの も 、 また そ の こ

とに よ っ て、 美 術 教 育 の 改 革 が 起 こ る の も、H.リ ー ドらの 仕 事 が進 む30年 代

以 降 の こ と で あ る。

2.製 作 に お け る 「倫 理 」 の 聞 題 に つ い て

「創 設 初 期 の 協 会 に とっ て た ぶ ん 最 も重 大 な 問題 は
、 社 会 的 倫 理 につ い て だ

っ た」 よ うに、D.1.A.の 人 た ちは 、「美 術 」 の 問題 だ け で は な く、「倫 理 」 の 問

題 につ い て も解 釈 を迫 られ て い た 。 こ れ も また 、 生 産 の過 程 の 中 に機 械 の 存 在

を認 め る こ と に よ っ て 生 ま れ て きた 再 解 釈 を要 す る問題 だ った と言 え る。 前 世

紀 後 半 を支 配 して い た ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ の精 神 は 、 正 しい 方法 、す な

わ ち、 人 間 の 精 神 と手 技 に よ っ て 生 み 出 され る も の だ け が 、 正 しい製 作 で あ り、

正 しい芸 術 で あ る、 と い う もの だ った 。 そ して さ らに 、正 しい 労 働 、す な わ ち 、

金 銭 の た め で は な く、 そ の 中 に モ ノ を生 み 出 す 喜 び が あ る労働 に よ っ て の み 、

人間 の 生 活 が幸 福 な もの と な り、 社 会 は 正 し く な る、 と考 え ら れ て い た 。 これ

は 明 らか に、 芸 術 と労 働 を不 可 分 の 同 一 行 為 とみ なす もの で あ り、 モ 『リス を初

め と して 、 当 時 の 芸 術 家 的 工 芸 職 人 の 多 くに 見 受 け られ る芸術 家 と して の社 会

主 義 思 想 を支 え る基 盤 と な る も の だ った 。 彼 らが 機 械 生 産 を否 定 したの は 、 ま

さ に こ の点 に依 拠 して い た 。 彼 らは 、 機械 に よ る生 産 で は 、労 働 の 喜 び は失 わ

れ 、 芸 術 は 消滅 し、 生 活 は 堕 落 す る、 と信 じて い た の で あ る。 確 か に初 期 のD.

1.A.の 人 た ち も、 機 械 生 産 の 肯 定 と い う立 場 は と っ た も の の 、 こ の よ う な 、

正 しい 製 作 、正 しい芸 術 、 正 しい労 働 、 そ して そ れ か ら生 み 出 され る正 しい社

会 とい う側 面 で は 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ の精 神 を受 け継 い で いた 。 そ れ
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は 、 レサ ビ ィの 「芸 術 は 人生 に お い て不 可 欠 の も の で あ り、 従 っ て 、 教 育 に お

い て も、 労働 に お い て も然 りで あ る」 とい う言 葉 か ら も理 解 す る こ とが で き る

し、D.LA.が 発 行 した 初 期 の 冊 子 た は、『喜 び に対 す る労 働 者 の 権 利 』 と タイ

トルが 付 け られ 、機 械 生 産 にお け る労 働 の 意 味 をめ ぐ って の 討 論 会 も開 催 され

て い る。 しか し、 こ の段 階 で は 、 機 械 生 産 と労 働 との 両 者 を結 び つ け る明 解 な

結 論 は 導 き出 され て は㌧・な い 。 精 神 と手 技 の 一 致 とい う前 提 を機 械 生 産 に 置 き

換 え る こ と は 、 正 しい芸 術 も、 正 しい労 働 も、 そ の存 在 自体 が危 うく な る こ と

を意昧 す る か らで あ る。D.LA.の 人 た ち が 、 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ の 精

神 と比 較 して強 く主 張 で きた も の が あ る と した ら、 そ れ は 、誰 の た め の デ ザ イ

ン か、 とい う命 題 だ っ た 。 アー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ の作 品 を手 に入 れ 、 そ れ

を享 受 で きた の は、 一 部 の 人 た ちだ け だ っ た。 し か し、D.1.A.の 人 た ち は 、

今 世 紀 の芸 術 の 保 護 者 を市 民 の 一 人 ひ と りに 置 き、 そ の 人 た ちの 趣 味 を良 くす

る こ とに よ って 、 人 間 の 生 活 や 社 会 を改 良 す る こ と が で き る、 と考 え た か らで

あ る。 そ して 、 そ の た め の 量 産 化 や機 械 化 で あれ ば、 極 端 で ない 限 り認 め る価

値 の あ る もの と み な した の で あ る。 ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラフ ツの デザ イ ン思 想

で は 、 手 に よ る正 しい 製 作 が正 しい 社 会 をつ く り、 人 間 を幸 福 にす る道 で あ る

と した の に対 して 、D.1.A.の そ れ は 、 人 問 を 幸 福 にす る社 会 は 、 生 産 手 段 が

手 に と って 代 わ っ た 機 械 で あ ろ うと も、 そ れ を正 し く使 うこ とに よっ て 実 現 で

き るは ず だ 、 と い う信 念 だ っ た 。 こ の よ う なD.1.A。 の 倫 理 的 信 念 を実 際 の 行

動 を通 して 具 現 化 しよ う と した 人 が 、ハ リ ィ ・ピー チ 、 その 人 で あ る。 彼 は 、

D.1.A.を 創 設 した 七 人 の 父 の 一 人 で 、1927年 の ラ イ プ ツ ィ ヒ博 で のD.1,Aの 参

加 を指 揮 した 人 で も あ る。 ピー チ が 関 心 を持 っ た の は 環 境 の 問題 だ っ た 。 ス ラ

ム街 、 ス クラ ップ の 山 、 け ば け ば しい 広 告 、 そ れ に汚 れ た川 この よ うに 自

分 た ち の美 し く あ るべ き国 土 を醜 く して い る もの は 何 か 、 と彼 は 問 うの で あ る。

そ れ は 明 らか に、 利 潤 追 求 を至 上 と して い る産 業 主 義 と商 業 主 義 の横 行 に よ る

も の だ っ た 。 ピー チ は それ が許 せ な か っ た の で あ る。 デ ザ イ ン行 為 とは 、 そ も
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そ も 人 間 生 活 を豊 か に、 幸 せ に す る もの で は な い の か。 それ を阻 止 して い る も

の が あ る とす れ ば 、 そ の事 態 を直視 し、 社 会 をつ くる た め の 何 が正 しい 方 法 で

何 が そ うで な い か を大 衆 へ 向 け て 警 告 しな け れ ば な らな い 。 これ が ピ ー チ

の 主張 だ っ た。 この ピ ー チ の 主張 を受 け てD.1.A.は 環 境 問 題 の 告 発 に 乗 り 出

す の で あ る。 最初 の 目標 地 と して セ ン ト ・オ ー ルバ ンズ が選 ば れ 、 そ の 土 地 の

建 物 、 交 通 機 関 、 店 頭 、広 告 が や り玉 に上 げ ら れ た。 良 くデ ザ イ ン され た見 本

と比 較 が で き る よ うに 、写 真 に よ る対 照 の 方 法 が と られ 、『忠 告 の 手 引 き書 』 と

い う小 冊 子 に ま と め られ た 。 そ の後 も 、『オ ク ス フ ォー ドへ の 忠 告 手 引 き書 』、

『村 の ポ ンプ』 と続 き、 同 じ手 法 に よ っ て 、 オ クス フ ォ ー ドの都 市景 観 と、何

の 規 制 も な く増 え続 け る ガ ソ リ ンス タ ン ドを 問題 に して い る。 この こ と か ら も

判 断 で き るよ うに、D.1.A.の 人 た ちは 、 無 制 限 に機 械 の 振 る舞 い を容 認 した

の で は な か った 。 そ れ ど こ ろ か、 機 械 生 産 の 行 き過 ぎや そ れ を支 えて い る産 業

至 上 主 義 には 勇 敢 に も異 議 を 申 し立 て るの で あ る。 それ は単 に、 デ ザ イ ン され

た結 果 と して の モ ノ や環 境 や 景 観 に 対 す る忠 告 に と ど ま らず 、結 果 的 に は醜 悪

な も の を生 み 出 す こ と に手 を貸 して い る考 え方 その もの の告 発 なの で あ る。19

世 紀 か ら引 き継 い だ 「芸 術 と は 、秩 序 で あ り、 物 を作 る際 の正 し い方 法 で あ り、

文 明 に あ って 事 態 を直 視 す る態 度 の 問 題 で あ る」 と い う信 条 が 、機 械 文 明 へ 向

け て 、 この 時 具 体 的 な 力 とな っ て 実践 に移 され た の で あ る。 この 環 境 問題 を契

機 と して 、 機 械 文 明 下 に お け るデ ザ イ ン行 為 とは 、 社 会 や環 境 の 全 体 的 な 秩序

の 問題 で あ り、同 時 に そ れ を左 右 す る こ と が で き る政 治 と実 は 密 接 に結 び つ い

て い る こ と が しだ い に判 明 して い くの で あ る。 しか しそ の後 は 、「イ ンダ ス ト リ

ア ル ・デ ザ イ ンや建 築 に対 す るア プ ロ ー チ が急 進 的 で あ る こ と が、 同 様 に社 会

観 においても急進的である、と評された人崩 が多くいぜ にもかか栃 ず、

D.1.A.の 人 た ちは 、 非 政 治 的 な立 場 を と る こ と に な る。 彼 らは 、 政 治 的 な 問

題 と して 環 境 を考 え る 人 間 と して よ り も、 あ くま で モ ノ を作 り出 す 主 体 と して

の 人 間 と して 、 自 己 を規 制 した の で あ る。 この こ と が妥 当 で あ っ た か は 別 に し
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て 、D.1.A.の 偉 大 ざ は 、「産 業 の た め の デ ザ イ ン 」 を主 張 し 、 啓 蒙 活 動 を 行 な

う こ と か ら 出 発 し な が ら も 、 い ち早 く 、「生 活 の た め の デ ザ イ ン 」 あ る い は 「文

明 の た め の デ ザ イ ン」 と い う観 点 に た ど り着 き 、 機 械 あ る い は 産 業 自 体 を 、 人

聞 の 生 活 や 文 明 を作 り 出 す 単 に 一 つ の 側 面 と し て そ の 欠 点 さ え も 問 い 直 す ほ ど

の 相 対 化 を し て み せ た こ と だ っ た 。 ピ ー チ の 主 張 と 行 動 の 中 に 、 わ れ わ れ は 、

機 械 文 明 と い う時 代 の 下 で の 、 モ ノ を 生 み 出 す 人 間 の 倫 理 性 の 展 開 の 一 例 を み

る こ と が で き る の で は な い だ ろ う か 。
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